
 

（第２号様式）   
令和４年３月 30日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜栄高等学校長  

  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
 視点 

４年間の目標
(令和２年度策定) 

１年間の目標 
取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(３月９日実施) 
総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇新学習指導
要領実施に
向けた着実
な準備と円滑
な導入 

 
〇「自ら未来を
切 り 拓 く 人
材」の育成に
向けた継続
的で一貫した
意識付け・動
機付けの実
践 

①新教育課程
の実施に向
けて必要な
検討や調整
に組織的に
取り組む。 

②プログラミン
グ教育研究
推 進 校 と し
て、プログラミ
ング教育の推
進に引き続き
取り組む。 

①教育課程検討
会 議 を 中 心
に、内容の詳
細や実施方法
を検討する。 

 
②教科「情報」や
他の教科での
授業研究や研
修を通じてプロ
グラミング教育
を推進する。 

①新教育課程の
実現に多くの
職員が積極的
に携わることが
できたか。 

 
②授業研究や研
修は行われた
か。論理的思考
力や協働して問
題を解決する能
力は育めたか。 

①実施後の問題点確
認など、カリキュラ
ム・マネジメントを適
切に実施する。 

 
 
②次期プログラミング教
育の目標と計画を立
て、一人一台端末の
教科の特性を生かし
た活用方法を研究す
る。 

①授業評価アンケート
結果によれば生徒
の満足度が高いレ
ベルで維持されてい
る。 

 
②新指導要領やカリキュ
ラム・ポリシーの考えに
向かう活動が進むこと
を期待したい。 

②国語、地歴も含んだプロ
グラミング教育の導入は
教育活動改善につなが
ると期待できる。 

①新教育課程の実施に向けて必要
な検討や調整はほぼ完了した。半
期科目など新たな試みが円滑に
実施されるよう運用上の工夫が必
要となる。 

 
②９月の職員研修、１２月の公開研
究授業等を通じてプログラミング
教育推進の裾野は広がった。研
究指定の継続を受け、新たな３年
間の研究計画を策定する必要が
ある。 

①新たに策定したスクール・ポリシー
について、掲げた教育方針の実践
状況を各教科やグループが確認す
るなどして、組織的な推進を図る。 

 
 
②各教科の特性を生かしながらプログ
ラミング教育を推進する。１人１台端
末 や Google Workspace for 
Education の有効活用に組織的に
取り組む。 

①検討会議を中心に実施に当たっ
ての問題点を洗い出し、最終調整
を行った。 

 
 
 
②職員研修、公開研究授業を実施
し、授業を通じた論理的思考力や
協働による問題解決能力は向上
が図られた。 

２ 
生徒指導 
・支援 

〇様々な生徒
の状況把握
に努め、個々
に対応した支
援教育の充
実を図る。 

〇行事等を通じ
て豊かな心と
健やかな体を
育む。 

①新入学生等
の状況を確
実に把握し、
個別支援の
継続と充実を
図る。 

 
②新しい生活
様式を踏まえ
た行事等の
実施と充実を
図る。 

①生徒情報を職
員全体で共有
し、課題のある
生徒にはきめ細
かく対応する。 

 
 
②感染防止に配
慮し行事等の工
夫を図る。新た
な行事等の配置
を検証する。 

①情報共有はなさ
れたか。ケース
会議、校外連携
等で支援の充実
が図られたか。 

 
 
②感染防止対策
は十分だった
か。新たな行事
等の配置は検
証されたか。 

①コロナ禍で心身に不
安を覚える生徒が増
えているため、様々な
ケースに対応する必
要がある。 

 
 
②生徒会行事は生徒
が安全かつ十分に
参加できるよう実施
時期等の検討を行
う。 

①いじめなどのトラブル
は起きていないのか
が気になる。 

①心に悩みを持つ生
徒がコロナ禍でどう
変化したかに興味を
持つ。 

②生徒に自主性、責
任感を持たせて行
事を無事終了させた
ことは生徒達の自
信、精神的糧になっ
たのではないか。 

①教育相談チームの主導で情報
の共有や連携を進め、支援を
成功させた。ケースによっては
支援内容を検証し、今後の対
応の参考とする必要がある。 

 
 
②感染症対策と生徒の創意工夫
を両立させ、体育祭・文化祭を
成功させた。合唱祭は２年連
続の中止を余儀なくされ、今後
の継承に課題を残した。 

①支援の際にはコロナ禍が生徒のメン
タル面や人間関係に及ぼしている
影響を考慮する。必要とされる支援
が多様化している現状に柔軟に対
処していく。 

 
 
②行事の実施に当たっては、感染症
対策を徹底し、内容や時期の工夫
で充実を図る。途絶した行事の継承
は委員会等を活用して生徒主体に
進める。 

①職員会議等で生徒情報を共有
し、統一的に指導した。必要に応
じてケース会議を開催した。 

 
 
 
 
②体育祭・文化祭は感染対策を織り
込み計画・実施した。式典等も同
様に対応した。 

３ 
進路指導 
・支援 

変化が速く予測
が難しい社会を
生き抜くための
キャリア観の育
成に向け、意識
付け・動機付け
を徹底し、進路
指導の充実を
図る。 
 

生徒の進路実
現をきめ細かく
支援するととも
に、現代社会の
課題や自身と社
会との関係に向
き合わせ、生徒
のキャリア観育
成を図る。 

大学出張講義な
ど進路実現を支
援する機会や情
報提供を充実さ
せる。外部講師に
よる講話などを通
じて生徒の意識
向上を図る。 
 

進路実現のため
の機会や情報提
供は十分に図ら
れたか。適切な講
師選定や生徒の
意識付けはなさ
れたか。 

コロナ禍対応として、オ
ンラインや動画配信等
により行った今年度の
各種ガイダンスのメリッ
ト・デメリットを整理し、
生徒の進路意識を高
めるより効果的な方法
を研究する。 

・ガイダンスに卒業生
から常連の講師を選
任するのも一法だろ
う。 

・生徒は社会との関係
で適性や進路を考え
ているようだが、具体
的な学部・学科の選択
動向についても知らせ
ていただきたい。 

 当初予定の各種ガイダンスは
オンライン実施や資料配信による
代替など大きな見直しを図った。
今後も、コロナ禍の継続を前提に
して、方法の工夫、内容の充実
に取り組む必要がある。 
 大学からの手続き変更などに
臨機応変に対応し、一定の合格
実績をあげられた。合格・進学状
況の分析が望まれる。 

 オンライン等で行った今年度の各種
ガイダンスの利点を整理し、生徒の進
路意識の向上やキャリア観の育成に
役立てる。 
 本校生徒の志願動向や受験結果を
分析し、全国の状況などとともに生徒
等に情報提供して進路実現を支援す
る。 
 スタディサプリ等の進路指導支援ツ
ールを有効に活用する。 

１、２年次生を対象にした学部・学科
研究のガイダンス、３年次生を対象
にした入試状況提供等のガイダンス
を、形式等を工夫して実施した。 

４ 
地域等と 
の協働 

生徒の社会参
画の意欲向上
に努め、地域等
との幅広い連携
を推進する。 

就業体験や地
域交流等の活
動を通じて、社
会参画の意欲
向上を図る。 

イ ン ターンシ ッ
プ、ボランティア
活動を促進する。
三世代地域交流
の再開を検討す
る。 

イ ン ターンシ ッ
プ、ボランティア
活動への参加は
広まったか。三世
代地域交流は再
開できたか。 

感染症対策の観点か
ら、実施趣旨や形態を
変更するなど、実施に
向けて新たな検討を加
える必要がある。 

・近隣清掃は同じ時期で
はなく、春秋冬などに
分散してはどうか。 

・近隣美化活動を計画か
ら実施、報告まで自主的
プロジェクトとして進めて
はどうか。 

 地域参画型のイベントはコロナ
禍の影響を受けやすく、今年度も
中止、中断、見送りが相次いだ。
コロナ禍の継続を前提にして、新
たな視点で地域との協働を模索
する必要がある。 

 社会参画の意義を改めて生徒に説く
とともに、関係団体と十分に協議し、持
続可能な地域参画の形態を提起、具
体化していく。 

コロナ禍でボランティア体験は中断
し、三世代地域交流は見送った。地
域貢献活動の近隣清掃は全年次行
えた。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇事故・不祥事
防止に向け
た継続的な
取組の実施 

 
 
〇教員の働き
方改革の実
践に向けた
学校管理体
制の追求 

①不祥事ゼロプ
ログラムに則
って、組織的
に事故・不祥
事防止に努
める。 

②学校閉庁日
の設定などに
より教員の働
き方改革を進
める。 

①不祥事防止啓
発を継続的に
行う。業務に応
じた事故防止
行動を常に心
掛ける。 

②学校閉庁日を５
日間設定する
などにより年次
休暇取得を促
進する。 

①年間を通じて
不祥事防止啓発
は行われたか。職
員は事故防止行
動を適切にとって
いたか。 
②学校閉庁日は予
定通り設定され
たか。年次休暇
取得は促進され
たか。 

①事故・不祥事防止の
着実な達成に向け
て、業務遂行上の詳
細なルールづくりが
必要である。 

 
②時差出勤や在宅勤
務の活用も併せ、年
休取得促進と長時
間労働是正に努め
る。 

①学校管理について、
予防のために企業
で実施されている「ヒ
ヤリ・ハット」などを参
考にされてはど う
か。 

②コロナ禍での教育活
動の企画、実施は
大変なご苦労で、負
担が過度にならぬよ
うバランスをとってほ
しい。 

①わいせつ事案の根絶に向けて
年齢構成を工夫した小グループ
での討論や映像資料を用いた
研修で取組みを深めた。グルー
プ主催の不祥事研修を重ね、意
識向上が図られた。 

②学校閉庁日は支障なく実施さ
れた。時間外勤務の多い職員
に産業医面談を勧めるなどの
対応をとった。年休取得の組
織的な促進は進まなかった。 

①すべての職員は「神奈川県公立学
校教職員の倫理に関する指針」の
確実な履行に努める。各グループ
は事故・不祥事回避に向けて、業務
遂行に係わるルールを整備する。 

 
②効果的な教育活動には適切な勤務
時間と健康管理が不可欠との視点
に立ち、タイムマネジメント意識の醸
成や職場環境の改善に努める。 

①全職員でわいせつ事案防止に向
けた討議を行った。全グループが
２回、事故防止研修を主催した。 

 
 
 
②年間５日の学校閉庁を予定通り実
施した。年休取得促進はあまり進
まなかった。 

 


